
　
一
月
七
日

　
〇
五
〇
一
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ａ
計
画
〇
五
〇
二
Ｂ
邸
〇
五
〇
三
Ｏ
邸
〇
五
〇
四
Ｓ
邸

打
合
わ
せ
。
主
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
〇
五
〇
七
森
の
学
校
〇
五
〇
八
新
木
場

ト
モ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
段
取
り
。

　
十
四
時
三
沢
千
代
治
氏
来
室
。
α
社
長
若
松
氏
と
打
合
わ
せ
。
カ
ナ
ダ
の

中
国
人
入
室
希
望
者
来
室
。
先
端
電
気
工
学
か
ら
建
築
に
移
る
と
い
う
の
は

ア
ナ
ク
ロ
な
様
な
気
も
す
る
が
、
そ
う
し
た
い
と
言
う
の
だ
か
ら
そ
れ
も
良

い
の
だ
ろ
う
。
研
究
室
も
半
分
位
が
外
国
人
に
な
る
と
理
想
的
だ
ろ
う
。
十

七
時
過
ア
ベ
ル
と
〇
五
一
二
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
打
合
わ
せ
。
二
〇
時
過
宗
柳

夕
食
。

　
明
日
は
再
び
山
口
勝
弘
氏
訪
問
の
予
定
。
ヴ
ィ
ト
リ
ー
ヌ
の
件
を
詳
細
に

う
か
が
う
つ
も
り
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
の
件
は
ど
う
や
ら
足
掛
り
の
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
た
。

　
一
月
八
日
　
土
曜
日

　
薄
い
陽
光
が
差
し
込
む
寒
い
朝
が
続
く
。
今
日
は
藤
沢
の
高
橋
さ
ん
宅
を

訪
ね
る
が
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
一
家
が
対
面
す
る
困
難
さ
を
ど
の
よ
う
に
引
受

け
ら
れ
る
の
か
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〇
五
一
三
Ｔ
邸
で
試
み
た

屋
上
テ
ラ
ス
の
試
み
を
踏
襲
す
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
な
。
例
え
ば
屋
上
に
小

動
物
の
小
屋
を
作
る
よ
う
な
、
佐
藤
健
の
酔
庵
の
完
成
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
参
照
し
て
Ａ
邸
の
素
材
の
使
い
方
を
そ
れ
に
加
え
て
み
る
の
も
一
興
だ
ろ

う
。
ご
主
人
の
五
体
を
フ
ル
に
使
っ
て
も
ら
う
、
例
え
ば
、
よ
じ
登
る
よ
う

に
手
足
全
部
を
使
い
切
っ
て
も
ら
う
部
分
を
作
る
よ
う
な
事
を
考
え
て
み
よ

う
。
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
塔
の
屋
上
に
登
る
階
段
も
参
照
し
た
い
。

　
十
三
時
高
橋
宅
。
十
五
時
迄
。
十
七
時
多
摩
プ
ラ
ー
ザ
に
山
口
勝
弘
さ
ん

を
訪
ね
る
。
ヴ
ィ
ト
リ
ー
ヌ
の
話
し
を
再
び
う
か
が
う
。
刺
激
的
で
あ
っ
た
。

自
由
ヶ
丘
で
食
事
後
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
一
月
九
日
　
日
曜
日

　
昨
日
会
っ
た
高
橋
さ
ん
、
山
口
勝
弘
さ
ん
、
共
に
身
体
的
に
は
障
害
が
あ

る
。
し
か
し
障
害
を
持
つ
人
は
な
ん
と
も
リ
ア
ル
な
存
在
感
が
あ
る
。
何
故

か
。
人
間
は
実
に
皆
誰
も
が
何
か
の
障
害
を
持
っ
て
い
る
。
良
く
出
来
た
機

械
の
よ
う
に
全
て
の
部
分
が
正
常
に
働
い
て
い
る
人
間
は
存
在
し
て
い
な
い
。

日
々
死
に
向
か
っ
て
歩
み
を
す
す
め
て
い
る
。
死
は
完
全
な
静
止
、
停
止
の

状
態
で
あ
る
。
生
命
は
そ
の
状
態
に
向
か
う
虚
無
的
な
運
動
だ
。
そ
の
運
動

は
人
間
に
内
在
す
る
電
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
燃
焼
変
化
を
言
う
。
変
化
流
動
は

完
全
な
静
止
に
対
し
て
非
対
称
、
つ
ま
り
極
論
す
れ
ば
障
害
故
障
の
形
を
と

る
。
生
命
と
は
故
障
の
連
続
の
網
渡
り
状
態
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
故
に
眼

に
視
え
易
い
障
害
に
対
面
し
た
と
き
に
感
得
す
る
圧
倒
的
な
存
在
感
と
は
自

分
自
身
に
内
在
す
る
微
々
た
る
障
害
の
群
が
鏡
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
を

直
観
す
る
か
ら
な
の
だ
。

　
大
阪
の
Ｍ
氏
か
ら
の
長
文
の
便
り
を
読
む
。
Ｔ
Ｔ
Ｔ
計
画
エ
ス
キ
ー
ス
開

始
。

　
一
月
十
日
　
休
日

　
終
日
エ
ス
キ
ー
ス
と
読
書
。
エ
ス
キ
ー
ス
ス
ケ
ッ
チ
で
使
う
細
胞
と
字
を

書
く
時
に
働
い
て
も
ら
う
細
胞
は
ど
う
や
ら
本
当
に
別
の
と
こ
ろ
に
棲
み
つ

い
て
い
る
よ
う
だ
。
一
方
を
使
う
と
、
一
方
が
使
え
な
く
な
る
。
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